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投資環境 2022年 12月 29日 

米大統領選前年の米株は 

▣  2022年は不安定な動き 

2022 年の米株式市場は、年明けの 3 日に NY ダウ、S&P500 ともに過去最高値を更新する順調なス
タートを切りましたが、以降はロシアによるウクライナ侵攻やインフレ高進を受けた米連邦準備理事会
（ＦＲＢ）による急激な利上げなどを受け、不安定な動きが続きました。 

11月 8日投開票の米中間選挙では与党・民主党が善戦し、上院は多数派を維持、下院は共和党が多数
派となりましたが、民主党は事前予想ほど議席数を減らすことはありませんでした。 

▣  大統領選前年は高い勝率 

過去の米国株の騰落については、中間選挙の年は他の年と比べ見劣りがしていましたが、2022 年も
さえない動きになってしまいました（12月 28日時点、図表 1・2）。 

ただ、来年については大統領選の前年となり、株価は過去 80年間で 19勝 1敗、平均の年間騰落率も
他の年に比べ最も高い水準です。現職の大統領が翌年の大統領選挙をにらんで景気浮揚に注力し、株価
を押し上げるとの見方があります。 

月別で見ると 4月までが堅調で、12月もしっかりの動きとなりやすい傾向です（図表 3・4）。 

▣  米金融政策が引き続き市場を左右する可能性 

もっとも、ＦＲＢは 2023 年の前半は利上げを継続するとみられ、3 月、もしくは 5 月の会合で利上
げを停止するとの見方が大勢です。その後はＦＲＢは政策金利を高い水準で維持する姿勢ですが、その 

-40
-30
-20
-10

0
10
20
30
40
50

19
43

19
46

19
49

19
52

19
55

19
58

19
61

19
64

19
67

19
70

19
73

19
76

19
79

19
82

19
85

19
88

19
91

19
94

19
97

20
00

20
03

20
06

20
09

20
12

20
15

20
18

20
21

図表1. NYダウの年間騰落率

年間騰落率 大統領選前年

（注）2022年12月28日までのデータを基に算出。○は大統領選の前年
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表2. NYダウの平均年間騰落率と勝率

平均騰落率（左目盛）
勝率（右目盛）

(%)

（注）1943年から2022年12月28日までのデータを基に算出
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表3. 大統領選前年のNYﾀﾞｳの動き
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（注）2022年12月28日までのデータを基に算出。○は大統領選の前年
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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図表4. 過去10回の大統領選前年のNYダウの
平均月次騰落率と勝率

平均騰落率（左目盛）
勝率（右目盛）

（注）2022年12月28日までのデータを基に算出。○は大統領選の前年
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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場合には、米国株は上値の重い動きが続く可能性があります。 

ただ、2023 年内はインフレ抑制のために政策金利を高水準で維持するのか、市場が織り込んでいる
ように年後半には景気悪化に配慮して利下げに転じるのか見方は分かれます。 

米国のインフレがさらに鈍化し、ＦＲＢが利下げに転じるとの見方が一段と強まると、投資家心理が
上向き、株価が押し上げられることも想定されます。 

日本株については、日銀の金融緩和策のさらなる修正をめぐる思わくとともに、連動性の高い米国株
の動きをにらんで、方向感を探ることになりそうです。 

 
（シニアストラテジスト 鈴木和仁） 
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（参考）2022年のNYダウ、日経平均株価推移

NYダウ（左目盛） 日経平均株価（右目盛）

（注）2022年12月28日時点
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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（参考）2022年のNYダウ、米長期金利推移

NYダウ（左目盛） 米長期金利（右目盛）
政策金利（右目盛）

（注）2022年12月28日時点。政策金利はレンジの上限
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成
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は変動します。したがって、預金と異なり投資元本が保証されているものではありません。運用による損益は

全て投資者の皆様に帰属します。 

※特定ファンドの取得のお申込みに当たっては、販売会社より当該ファンドの投資信託説明書（交付目論見書）

をあらかじめ又は同時にお渡しいたしますので、必ず内容をご確認の上、ご自身でご判断ください。また、請

求目論見書については、販売会社にご請求いただければ、当該販売会社を通じて交付いたします。 

 

【お申込みに際しての留意事項】 
 投資信託に係るリスクについて 

 投資信託は、株式や債券等の値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替リスクもあります）
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 投資信託に係る費用について 
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（保有期間中に間接的にご負担いただく費用） 
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として間接的にご負担いただきます。また、投資信託証券を組み入れる場合には、お客様が
間接的に支払う費用として、当該ファンドの資産から支払われる運用管理費用、投資資産の
取引費用等が発生します。これらの費用につきましては、運用状況等により変動するもので
あり、事前に料率、上限額等を示すことができません。投資信託に係る上記費用（手数料等）
の合計額については、ご投資家の皆様がファンドを保有される期間等に応じて異なりますの
で、表示することができません。  

《ご注意》 
 上記に記載しているリスクや費用につきましては、一般的な投資信託を想定しております。
費用の料率につきましては、しんきんアセットマネジメント投信が運用する全ての投資信託の
うち、ご負担いただくそれぞれの費用における最高の料率を記載しております。投資信託に係
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